




川崎病罹患児で臨床上最も問題となってくるのは冠動脈瘤の発生である。この冠動脈瘤の

発生を正確に診断するためには冠動脈造影検査法が必要不可欠であるが,最近では断層心

エコー法を用いて川崎病患児の冠動脈瘤を評価する方法が導入されてきている。しか

し,faIsepasitive,falsenegative の問題,とくに右冠動脈の評価については問題も多い。

現在私どもはセクタースキャナーを用いて川崎病冠動脈瘤の診断を行っているが,最近右

の冠動脈に関してはリニアスキャナーを用いて右冠動脈の検出を検討している。 


